
５ 2024年（令和6年）9月30日（月曜日） （第三種郵便物認可）
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観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
浅
川
正
紳
部
会
長
）
が
担
当
す
る
議
員
例
会
を

日
（
水
）
に
開

催
し
、
役
員
・
議
員
と
行
政
、
観
光
関
連
団
体
な
ど
の
職
員
約

人
が
出
席
。
多
数
の
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
手
掛
け
る
㈱
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
田

中
淳
一
氏
が
『
〝
涼
し
い
釧
路
〞
戦
略
的
Ｐ
Ｒ
手
法
に
つ
い
て
』
と
題
し
講
演
し
た
。
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マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模
事

業
者
の
経
営
改
善
や
事
業
発
展

を
図
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を

商
工
会
議
所
の
推
薦
に
よ
り
日

本
政
策
金
融
公
庫
が
無
担
保
・

無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
す

る
制
度
で
す
。

　
融
資
限
度
額
２
０
０
０
万
円

（
１
日
現
在
利
率
１
．
・

％
）

で
、
返
済
期
間
（
う
ち
据
置
期

間
）
は
運
転
資
金
７
年
以
内
（
１

年
以
内
）
、
設
備
資
金

年
以

内
（
２
年
以
内
）
で
す
。

　
詳
し
く
は
当
所
地
域
振
興
部

０
１
５
４
（

）
４
１
４
３
ま

で
。

マ
ル
経
資
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

〝涼しい釧路〟のＰＲ手法について講演した議員例会

緊急車両について説明を受ける参加者

生成ＡＩの解説をする野村氏
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当
所
が
主
催
す
る
『
対
話
型

Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
ビ
ジ
ネ
ス
活
用

セ
ミ
ナ
ー
』
を

日
（
金
）
午

後
２
時
よ
り
釧
路
市
交
流
プ
ラ

ザ
さ
い
わ
い
に
て
開
催
し
、
約

人
が
対
話
型
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
の

活
用
法
に
つ
い
て
実
践
を
交
え

な
が
ら
学
ん
だ
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
人
手
不
足
緩
和

と
生
産
性
向
上
の
一
助
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
っ
た
実
践
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
手
法
に
精
通
し
て
い
る
ナ

イ
ン
ソ
ー
ツ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
㈱
代
表
取
締
役
の
野
村
忠
史

氏
が
講
演
し
た
。

　
野
村
氏
は
対
話
型
生
成
Ａ
Ｉ

の
特
徴
に
つ
い
て
「
人
間
と
自

然
に
対
話
が
で
き
る
よ
う
設
計

さ
れ
た
人
工
知
能
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

ー
ビ
ス
」
と
説
明
。
論
理
的
な

文
章
で
違
和
感
な
く
会
話
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
ほ

か
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
文
章

の
作
成
、
大
量
な
テ
キ
ス
ト
デ

ー
タ
の
学
習
も
で
き
る
と
紹
介

し
た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
活
用

す
る
上
で
プ
ロ
ン
プ
ト
（
指
示

・
質
問
）
の
重
要
性
を
解
説
。

受
講
者
ら
が
持
参
し
た
端
末
で

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
使
い
、
キ

ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
ア
イ
デ
ア
出

し
や
文
章
作
成
な
ど
、
生
産
性

を
高
め
る
た
め
の
具
体
的
な
活

用
事
例
を
実
践
し
、
前
提
条
件

や
制
約
条
件
な
ど
の
設
定
方
法

を
学
ん
だ
。

　
最
後
に
野
村
氏
は
、
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
機
密
性
が
担
保
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
や
誤
っ
た
情

報
が
含
ま
れ
て
い
る
リ
ス
ク
な

ど
に
触
れ
、
情
報
を
活
用
す
る

際
の
責
任
は
あ
く
ま
で
も
ユ
ー

ザ
ー
側
に
あ
る
た
め
、
必
ず
検

証
を
行
う
よ
う
注
意
を
促
し

た
。

　
第
２
回
商
工
振
興
委
員
連
絡

会
議
を

日
（
木
）
に
開
催
し
、

地
元
産
業
視
察
研
修
会
と
し
て

防
災
に
関
す
る
知
識
や
対
策
を

学
べ
る
釧
路
市
民
防
災
セ
ン
タ

ー
を
見
学
し
た
。

　
今
回
の
視
察
研
修
会
は
、
釧

路
沖
地
震
の
発
生
を
想
定
し
、

防
災
へ
の
理
解
促
進
と
災
害
時

の
対
応
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
た
。

　
視
察
で
は
、
担
当
職
員
か
ら

釧
路
市
と
白
糠
町
か
ら
の
通
報

を
カ
バ
ー
し
て
い
る
通
信
指
令

室
の
機
能
や
緊
急
車
両
の
搭
載

設
備
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

の
ち
、
最
大
震
度
７
の
地
震
体

験
や
火
災
を
想
定
し
た
通
路
で

の
煙
体
験
を
行
っ
た
。

　
地
震
体
験
で
は
頭
を
守
る
体

勢
や
安
全
を
確
保
す
る
方
法
に

つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、

東
日
本
大
震
災
な
ど
と
同
程
度

の
揺
れ
を
体
験
。
続
い
て
煙
体

験
で
は
、
火
災
時
の
煙
で
起
こ

る
一
酸
化
炭
素
中
毒
や
熱
傷
な

ど
の
危
険
性
を
学
ん
だ
の
ち
、

比
較
的
空
気
が
確
保
さ
れ
る
床

上

㌢
に
顔
が
入
る
よ
う
低
い

態
勢
を
と
り
な
が
ら
約

㍍
の

模
擬
通
路
を
進
ん
だ
。

　
体
験
を
終
え
参
加
者
は
「
ど

の
程
度
の
震
度
で
家
が
倒
壊
す

る
か
分
か
っ
た
」
「
慣
れ
な
い

体
勢
で
の
避
難
は
大
変
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

　
担
当
職
員
は
「
災
害
時
に
お

い
て
は
自
分
の
身
を
守
る
こ
と

が
最
優
先
」
と
説
明
し
た
ほ
か

「
地
震
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か

ら
な
い
。
自
宅
周
辺
だ
け
で
な

く
職
場
か
ら
の
避
難
経
路
や
備

蓄
・
設
備
に
つ
い
て
も
確
認
し

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
火
災
時

や
避
難
時
に
有
用
な
防
災
用
品

の
一
例
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
避
難
時
に
焦
り
か
ら

薬
や
通
帳
、
補
助
器
具
な
ど
を

忘
れ
て
し
ま
う
事
象
を
伝
え

「
持
ち
物
の
リ
ス
ト
を
目
に
入

る
場
所
に
貼
っ
て
お
く
な
ど
の

対
策
が
必
要
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。

　
冒
頭
、
杉
村
荘
平
副
部
会
長

よ
り
、
当
所
が
行
っ
て
い
る

〝
笑
え
る
く
ら
い
涼
し
い
ま

ち
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
Ｐ

Ｒ
事
業
に
触
れ
「
〝
涼
し
い
釧

路
〞
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

地
域
全
体
で
考
え
る
機
会
に
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
続
く
講
演
で
田
中
氏
は
、
近

年
の
猛
暑
に
よ
り
〝
涼
し
い
釧

路
〞
と
い
う
事
実
は
全
国
の
生

活
者
に
刺
さ
る
可
能
性
が
非
常

に
高
い
と
述
べ
た
一
方
「
た
だ

伝
え
る
だ
け
で
は
話
の
ネ
タ
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
た
め
、
そ
の

事
実
を
事
業
化
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
強
調
。
事
業
化
に
つ
い

て
「
涼
し
い
釧
路
で
過
ご
す
こ

と
を
日
本
の
新
し
い
暑
さ
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
全
国
に
定

着
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
目
指
し
て

い
く
」
と
し
た
上
で
、
そ
の
た

め
の
戦
略
的
な
情
報
発
信
の
手

法
を
説
い
た
。

　
田
中
氏
は
「
人
が
浴
び
る
１

日
の
情
報
量
は
非
常
に
多
く
、

ほ
と
ん
ど
が
ス
ル
ー
さ
れ
て
し

ま
う
た
め
、
ま
ず
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
る
こ
と
が

必
要
」
と
情
報
発
信
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
。
デ
ー
タ
を
基
に
タ

ー
ゲ
ッ
ト
を

〜

代
の
Ｚ
世

代
に
絞
っ
た
上
で
、
そ
の
場
所

・
時
間
で
し
か
味
わ
え
な
い
体

験
や
疲
れ
た
心
と
身
体
を
癒
し

た
い
（
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
た
い
）

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
分
析

し
た
。

　
さ
ら
に
、
田
中
氏
が
釧
路
を

訪
れ
て
受
け
た
印
象
を
踏
ま
え

て
『
日
本
の
暑
さ
解
決
の
新
習

慣
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｙ

釧
路
。
釧
路
の
涼
し
さ
は
、
身

も
心
も
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
て
く

れ
る
』
と
Ｐ
Ｒ
コ
ン
セ
プ
ト
を

提
案
し
た
。

　
情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て

は
、
若
年
層
の
利
用
率
が
高
い

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
展
開
が

最
適
と
紹
介
。
ま
ず
は
潜
在
顧

客
を
開
拓
す
る
た
め
、
多
く
の

人
に
興
味
を
抱
か
せ
る
テ
レ
ビ

Ｃ
Ｍ
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
〝
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
コ
ン
テ
ン

ツ
〞
が
必
要
と
提
言
し
た
。

　
最
後
に
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
ニ

ー
ズ
を
理
解
し
た
上
で
、
感
情

（
右
脳
）
を
動
か
す
情
報
発
信

に
よ
り
自
発
的
な
態
度
変
容

（
＝
無
関
心
の
も
の
に
関
心
を

抱
か
せ
る
）
を
起
こ
す
こ
と
が

大
切
」
と
助
言
し
た
。

　
『
第
１
６
８
回
日
商
簿
記
検

定
試
験
（
１
〜
３
級
）
』
を

月

日
（
日
）
に
道
東
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
実
施
し
ま

す
。

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は

月

日
（
金
）
ま
で
に
当
所
窓

口
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
現
金

書
留
に
よ
る
郵
送
（
期
限
内
必

着
）
の
い
ず
れ
か
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
受
験
料
は
１
級
８
８
０
０

円
、
２
級
５
５
０
０
円
、
３
級

３
３
０
０
円
（
税
込
）
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
振
興
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

日
商
簿
記
検
定
試
験

本
日
よ
り
申
込
開
始


